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? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
最後にブルゲンラント州立博物館内に行きハイドンが使用したオルガンを見学
した｡
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(ハイドンが使用したオルガン)
エステルハ-ジ家でハイドンは4人の侯爵に仕えたが､3人目の君主バウル･ア
ントン侯は音楽にまったく関心がなく､ハイ ドンに名誉楽長の称号を与え､自由
な活動を許した｡そこでハイドンは1791年から92年と1794年から95年にかけて､
ロンドンの興行主ザロモンの招きで2回にわたってイギリスに渡り､ザロモンが
主催する演奏会のために12曲の ｢ザロモン交響曲集｣(交響曲第93番～104番)を作
曲し､自ら指揮をする｡この作品群はハイドンの交響曲の頂点を極めたともいえ
るもので､『驚情』､『軍隊』､『時計』､『太鼓連打』､『ロンドン』などのニックネー
ムのついた名曲の数々が含まれている｡イギリス国王がハイドンにイギリス永住
を勧めたほど､ロンドンにおけるハイドンの人気は圧倒的であった｡
イギリスでの滞在はハイドンの創作にも大きな成果をもたらした｡ハイドンは
ロンドンで 『メサイア』をはじめとするヘンデルの作品を聴く機会を得たが､こ
れは後に 『天地創造』と 『四季』を作曲するきっかけになる｡
4.再びウィーン
一時はイギリスに永住することも考えたハイドンであったが､バウル ･アント
ン侯の後を継いだ4人目の君主､ニコラウス2世侯の希望によってオーストリア
に帰国し､ウィーンに家を建てた｡ここでエステルハ-ジ家のために6曲のミサ
曲を作曲するとともに､ハイドン音楽の総決算ともいうべき2つのオラトリオ､
『天地創造』と 『四季』を発表し､大作曲家としての名声を高める｡また先に触
れた 『弦楽四重奏曲作品第77番』(通称 『皇帝』)もこの時期に作られている｡
ハイドンが晩年に住んだ屋敷は現在ウィーンの西駅の近くにある｡場所が良い
せいか多くの観光客が訪れていた｡ここの展示もなかなか充実したものであった｡
長年尽くしてくれた使用人たちへの財産分与などハイドンの心遣いが感じられる
資料や､ナポレオン戦争の頃のウィーンの様子など興味深いものがあったが､内
部はやはり撮影禁止であった｡なおこの家の中にはハイドンを敬愛したブラーム
スの記念室もあり､合わせて見学できる｡
58
(ハイドンが晩年を過ごした家｡ウィーンの歴史的建築物にはこのように紅白の
旗が4本立ち､W (ウィーンの頭文字)をかたどっている｡
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(入り口への通路｡奥に中庭が見える)
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(ハイドンが愛した中庭)
1809年､ハイドンはナポレオンのウィーン侵攻の中で亡くなった｡砲声の聞こ
える中､使用人たちはあわてふためいていたが､ハイドンは ｢心配することは何
もないよ｡ハイドンのいる所では何も起こらないから｣を言ったと伝えられてい
る｡事実ナポレオンは老巨匠に敬意を表し､ハイドンの家は標的にしなかったと
いわれる｡パパ ･ハイドンという愛称にふさわしい立派な最期であった｡
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